
資 料 ２  児 童 数 ・ 学 級 数 の 推 計 （ 平 成 2 7 年 度 以 降 を 推 計 ）  
・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン Ａ ･Ｂ の 統 合 パ タ ー ン （ 北 小 と 西 小 の 統 合 な ど ） に 従 っ て 児 童 数 及 び 学 級 数 の 推 計 値 を 算 出 。  

(児 童 数 は 特 別 支 援 学 級 を 除 く 。 )  
・推 計 値 は 、平 成 24 年 ５ 月 の 学 校 基 本 調 査 及 び 大 規 模 開 発 の 状 況 、住 民 基 本 台 帳 の デ ー タ を 基 に 教 育 委 員 会 が 算 出 。 

資 料 １  候 補 と な っ て い る ２ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  
・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン Ａ ： 北 小 と 西 小 、 南 小 と 旭 小 が 統 合 し 、 東 小 は そ の ま ま 存 続 。 ５ 校 の 小 学 校 が ３ 校 に 。  
・ シ ミ ュ レ ー シ ョ ン Ｂ ： 北 小 と 西 小 と 南 小 の ３ 校 が 統 合 し 、 旭 小 と 東 小 が 統 合 。 ５ 校 の 小 学 校 が ２ 校 に 。  

資 料 ３  千 城 台 地 区 の 小・中 学 校 の 配 置 と 通 学 区  

第
四
号 

 

平
成
二
十
五
年
四
月
二
十
一
日
発
行 

千
城
台
地
区
学
校
適
正
配
置 

地
元
代
表
協
議
会
だ
よ
り 

 
 

発
行 

千
城
台
地
区
学
校
適
正
配
置
地
元
代
表
協
議
会 

  

             

地
元
代
表
協
議
会
は
平
成

22
年
に
ス
タ
ー
ト
し
、
千
城
台
地
区

に
お
け
る
小
・
中
学
校
の
小
規
模
校
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
課
題
の

対
応
を
協
議
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
度
ま
で
に

17
回
の
協
議
を
終
え
ま
し
た
。 

◆ 

そ
の
間
、
第

11
回
協
議
会
（

24
年
３
月
）
で
は
「
小
学
校
の
統

合
が
必
要
で
あ
る
」
こ
と
が
合
意
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
合
意
に
基

づ
い
て
第

14
回
協
議
会
（

24
年

10
月
）
で
は
次
の
４
点
が
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。 

①
平
成

27
年
４
月
を
統
合
時
期
と
し
て
協
議
す
る
こ
と
。 

②
現
行
学
区
で
の
統
合
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 

③
配
置
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
視 

点
を
重
視
す
る
こ
と
。 

④
中
学
校
統
合
は
、
今
後
の
協
議
に
関
連
し
て
必
要
に
応
じ
て 

検
討
す
る
こ
と
。 

 
 

 

◆ 

 

ま
た
、
前
回
協
議
会
（

25
年
３
月
）
で
は
「
学
校
規
模
」(

資 

料
２
）
と
「
学
区
の
接
続
（
飛
び
学
区
に
な
ら
な
い
）
」
（
資
料

３
）
、
「
通
学
経
路
」
、
「
地
域
の
声
」
と
い
っ
た
観
点
か
ら
検

討
し
、

51
通
り
あ
っ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
２
つ
の
案

に
絞
り
込
み
、
平
成

25
年
度
の
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。 

                                   

★
今
後
の
協
議
会
の
予
定 

 

平
成

25
年
度
の
地
元
代
表
協
議
会
は
、
５
月
末
に
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。 

最
新
の
デ
ー
タ
を
使
い
、
多
角
的
な
観
点
か
ら
『
ど
の
学
校
を

統
合
す
る
の
か
（
ど
ち
ら
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
す
る
か
）
』

を
決
定
し
た
後
、
『
統
合
校
の
場
所
を
ど
こ
に
す
る
の
か
』
を
協

議
し
、
合
意
に
至
っ
た
時
点
で
「
統
合
に
関
す
る
要
望
書
」
を
千

葉
市
教
育
委
員
会
教
育
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
要
望
書
を
教
育
委
員
会
会
議
で
協
議
・
検
討
の
う
え
、
市

と
し
て
の
方
針
決
定
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

統
合
が
決
定
さ
れ
る
と
、
次
に
統
合
に
向
け
た
準
備
作
業
に
入

っ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
児
童
ど
う
し
の
交
流
や
学
校
間

で
の
調
整
作
業
を
行
う
た
め
、
１
年
半
以
上
の
期
間
を
か
け
て
統

合
に
向
け
た
準
備
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

し
た
が
っ
て
、
協
議
会
が
目
標
と
し
て
い
る
平
成

27
年
４
月
に

統
合
校
の
開
校
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

25
年
９
月
ま
で
に
「
統

合
に
関
す
る
要
望
書
」
の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

な
お
、「
学
校
跡
施
設
」
の
活
用
要
望
に
つ
い
て
は
、
統
合
が
決

定
し
た
後
に
協
議
会
で
も
検
討
し
、「
学
校
跡
施
設
に
関
す
る
要
望

書
」
を
千
葉
市
長
あ
て
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 
 

キ

ー

ワ

ー

ド 

・

学

校

適

正

配

置 

… 

本

市

で

は

、

小

・

中

学

校

と

も

12
～

24
学

級

を

適

正

規

模

の

学

校

と

考

え

、

子

ど

も

た

ち

の

よ

り

良

い

教

育

環

境

の

整 

備

と

教

育

の

質

の

充

実

を

図

る

こ

と

。 

・

地

元

代

表

協

議

会

… 

学

校

適

正

配

置

を

協

議

す

る

場

。

構

成

メ

ン

バ 

ー

は

町

内

自

治

会

代

表

者

、

小

・

中

学

校

Ｐ

Ｔ

Ａ

（

保

護

者

会

代

表

）
、 

地

域

の

青

少

年

育

成

関

係

団

体

代

表

者

等

。

教

育

委

員

会

企

画

課

が

事 

務

局

を

担

当

。 

小小学学校校のの適適正正配配置置     ２２つつのの案案にに絞絞りり協協議議をを継継続続   

千
城
台
地
区
に
お
け
る
学
校
適
正
配
置
地
元

代
表
協
議
会
は
、
３
月
８
日
に

17
回
目
の
協
議

を
行
い
、

51
通
り
あ
っ
た
小
学
校
の
統
合
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
２
つ
の
案
（
資
料
１
）

に
絞
り
込
み
、
今
後
の
協
議
を
継
続
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

小
・
中
学
校
の
小
規
模
校
化
し
た
現
状
と 

改
革
す
べ
き
課
題
の
対
応
を
協
議 

校 名 　　  　　　　       学　　　　　　　　区

北 小 小倉町の一部　 北１～３丁目

西 小 西１～３丁目

東 小 北４丁目　　　 東１～２丁目    御成台１～３丁目

南 小 南１～４丁目

旭 小 東３～４丁目    金親町

西 中 小倉町の一部    北１～３丁目    西１～３丁目    御成台１～３丁目

南 中 北４丁目          南１～４丁目    東１～４丁目    金親町

          *御成台４丁目は東小・西中の学区外通学承認地域 

　　          御成台３丁目

　　小倉町

　御成台２丁目　　　

　　　　　 　御成台１丁目  

            北４丁目
　　　金親町　

　　　　　北１丁目
　北２丁目　　　

　　北３丁目 　　　東２丁目
　 　　　東 １ 　　　　  東３丁目

　　　　　西１丁目 　　 　　丁 目

　　　　　西２丁目
            南１丁目

　　　　東４丁目

　　   南２丁目　
　　　　西３丁目 

　　南３丁目
　　　南４丁目

旭小

南小
南中

北小

西小

東

小

項目 組み合わせ

 年   度 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年 ２７年 ２８年 ２９年 ３０年

６年 ６４（２） ５７（２） ４７（２） ４１（２） ６２（２） ６５（２） ５８（２） ５５（２） ６６（２） ４９（２） ６６（２） ８３（３） ７９（３） ８１（３） ７７（３） ６７（２） １１３（３） ９０（３） ９４（３） １１２（３）

５年 ５７（２） ４７（２） ４１（２） ４０（２） ６５（２） ５８（２） ５５（２） ５２（２） ４９（２） ６６（２） ８３（３） ５１（２） ８１（３） ７７（３） ６７（２） ６８（２） ９０（３） ９４（３） １１２（３） ７５（２）

４年 ４７（２） ４１（２） ４０（２） ４３（２） ５８（２） ５５（２） ５２（２） ５０（２） ６６（２） ８３（３） ５１（２） ６０（２） ７７（３） ６７（２） ６８（２） ７１（２） ９４（３） １１２（３） ７５（２） ８２（３）

３年 ４１（２） ４０（２） ４３（２） ３８（１） ５５（２） ５２（２） ５０（２） ５２（２） ８３（３） ５１（２） ６０（２） ３９（２） ６７（２） ６８（２） ７１（２） ７０（２） １１２（３） ７５（２） ８２（３） ５９（２）

２年 ４０（２） ４３（２） ３８（２） ４１（２） ５２（２） ５０（２） ５２（２） ４１（２） ５１（２） ６０（２） ３９（２） ７６（３） ６８（２） ７１（３） ７０（２） ６７（２） ７５（３） ８２（３） ５９（２） ９１（３）

１年 ４３（２） ３８（２） ４１（２） ２６（１） ５０（２） ５２（２） ４１（２） ４７（２） ６０（２） ３９（２） ７６（３） ４１（２） ７１（３） ７０（２） ６７（２） ５０（２） ８２（３） ５９（２） ９１（３） ６４（２）

計 292(12) 266(12) 250(12) 229(10) 342(12) 332(12) 308(12) 297(12) 375(13) 348(13) 375(14) 350(14) 443(16) 434(15) 420(13) 393(12) 566(18) 512(16) 513(16) 483(15)

児
童
数

（
学
級
数

）

シミュレーション B (小学校：５校 → ２校） 

 北小＋西小＋南小 東小＋旭小東   小南小＋旭小北小＋西小

 シミュレーション  A（小学校：５校 → ３校）



★
千
城
台
地
区
学
校
適
正
配
置
Ｑ
＆
Ａ 

 
Ｑ
１ 
何
を
重
視
し
て
、
学
校
の
統
合
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
決
定
し
て
い
く
の
で
す
か
。 

学
校
適
正
配
置
は
「
子
ど
も
た
ち
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
し
て
い 

ま
す
。 

こ
の
目
的
が
達
成
で
き
る
よ
う
に
、「
規
模
（
全
校
の
学
級
数
）
」
と
「
配
置
（
学
校
の
場
所
）
」
の 

視
点
で
検
討
し
、
た
く
さ
ん
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
１
つ
に
決
定
し
て
い
き
ま
す
。 

ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
も
、
「
統
合
後
に
魅
力
あ
る
学
校
」
と
な
る
よ
う
、
小
・
中
学
校
間
の 

連
携
や
千
城
台
地
区
に
あ
る
高
校
・
大
学
と
の
連
携
の
強
化
が
可
能
で
す
。 

 

Ｑ
２ 

「
規
模
」
と
「
配
置
」
の
視
点
か
ら
見
た
と
き
、
Ａ
・
Ｂ
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は 

 
 
 

ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
ま
す
か
。 

 
 

◇
「
規
模
（
全
校
の
学
級
数
）」
の
視
点
か
ら 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
も
、
統
合
し
た
場
合
の
各
学
校
間
の
「
規
模
」
に
は
大
き
な
差 

は
な
く
適
切
で
す
。(

表
面
の
「
資
料
２
」
参
照) 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
で
は
、
３
校
と
も
「
１
学
級
あ
た
り
の
人
数
（
＝
学
級
の
規
模
）」
は
大
部
分 

が
30
人
以
下
と
な
り
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
に
行
っ
た
児
童
生
徒
推
計
で
は
、
30
年
度
に
「
単
学
級 

（
学
年
１
学
級
）」
が
発
生
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ(

表
面
の
「
資
料
２
」
を
参
照)

、
学
級
替
え
が
で
き 

な
く
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
ま
す
。 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
で
は
、
「
各
学
年
と
も
複
数
学
級
（
２
学
級
以
上
）
」
で
あ
り
、
学
級
替
え
が 

可
能
に
な
り
ま
す
。 

◇
「
配
置
（
学
校
の
場
所
）」
の
視
点
か
ら 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ａ
で
は
、
西
中
学
校
と
南
中
学
校
は
そ
れ
ぞ
れ
「
別
々
の
統
合
小
学
校
の
域
内
」 

に
所
在
す
る
こ
と
と
な
り
、
現
在
の
状
況
と
同
様
な
た
め
、
小
学
校
の
適
正
配
置
と
切
り
離
し
て
中
学
校 

の
統
合
の
必
要
性
を
協
議
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
（
資
料
４
―
１
） 

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｂ
で
は
、
西
中
学
校
と
南
中
学
校
の
両
校
が
「
北
小
・
西
小
・
南
小
の
統
合
校
の 

域
内
」
に
所
在
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
中
学
校
の
統
合
も
必
然
と
な
り
ま
す
。
（
資
料
４
―
２
） 

      

Ｑ
３ 

仮
に
「
中
学
校
も
統
合
す
る
」
と
な
っ
た 

場
合
、
統
合
中
学
校
は
ど
の
く
ら
い
の 

学
校
規
模
に
な
り
ま
す
か
。 

  
 
 
  

 

平
成
27
～
30
年
度
の
生
徒
数
お
よ
び
学
級
数
は 

 

資
料
５
の
よ
う
に
な
る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。 

※
平
成
24
年
５
月
１
日
現
在
。
特
別
支
援
学
級
除
く
。 

１
ク
ラ
ス
の
人
数
は
１
年
生
が
35
人
学
級
編
制
、 

２
～
３
年
生
は
38
人
学
級
編
制
で
算
出
。 

 

 

Ｑ
４ 

今
後
の
協
議
で
統
合
校
の
場
所
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
く
の
で
す
か
。 

 
 
 
 
 
 

通
学
環
境
（
距
離
や
安
全
）
や
施
設
・
設
備
の
状
況
（
教
室
数
、
校
庭
や
校
舎
の
形
状
等
）
な
ど
、 

「
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
」
の
視
点
か
ら
検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
学
校
配 

置
の
バ
ラ
ン
ス
や
、
地
域
に
お
け
る
活
動
実
態
等
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
か
か
わ
り
を
考
慮
し
て 

い
き
ま
す
。 

 

Ｑ
５ 

｢

統
合
に
関
す
る
要
望
書｣

が
提
出
さ
れ
た
後
の 

想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

  
 
 
 
 
 

真
砂
、
高
洲
・
高
浜
地
区
と
い
っ
た
先
行
実
施
地
区
を
参
考
に 

平
成
27
年
４
月
に
統
合
校
の
開
校
と
す
る
と
、
概
ね
資
料
６
の 

よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 

た
だ
し
、
統
合
校
の
校
舎
の
大
き
さ
や
改
修
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
に 

よ
っ
て
は
、
仮
校
舎
を
用
い
な
い
方
法
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
正
式 

に
は
統
合
校
の
場
所
を
決
定
後
、
検
討
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 

 

 
 

キ
ー
ワ
ー
ド 

・
統
合
準
備
会 

… 

統
合
に
よ
る
円
滑
な
移
行
に
向
け
、
教
育
環 

境
の
整
備
、
安
全
対
策
、
児
童
生
徒
の
交
流
事
業
、
児
童
生
徒
・ 

保
護
者
・
教
職
員
の
意
見
把
握
等
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
組
織
。 

Ｐ
Ｔ
Ａ(

保
護
者
会)

、
地
元
代
表
、
校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
、 

教
育
委
員
会
関
係
各
課
が
構
成
メ
ン
バ
ー
。 

 
Ｑ
６ 

地
元
代
表
協
議
会
の
資
料
や
会
議
の
記
録
を
見
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で
す
か
。 

 
 
 

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
ら
れ
ま
す
。
手
順
『
サ
イ
ト
内
検
索
』
に
「
千
城
台
地
区
学
校
適
正
配
置
」 

と
入
力
、「
検
索
」
を
ク
リ
ッ
ク
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
   

 
 
 

ま
た
は
、
千
城
台
地
区
の
小
・
中
学
校
に
置
い
て
あ
る
、
閲
覧
用
の
「
資
料
お
よ
び
議
事
要
旨
綴
り
」
で 

見
ら
れ
ま
す
。 

   

資料５ 中学校における生徒数・学級数 

の     推計 

  

・学級数の推計  

西中学校と南中学校の推計　生徒数(学級数)

年  度 27年度 28年度 29年度 30年度

３年生 107(3) 97(3) 88(3) 87(3)

２年生 97(3) 88(3) 87(3) 82(3)

１年生 88(3) 87(3) 82(3) 77(3)
合  計 292(9) 272(9) 257(9) 246(9)

年  度 27年度 28年度 29年度 30年度

３年生 107(3) 103(3) 95(3) 100(3)

２年生 103(3) 95(3) 100(3) 85(3)

１年生 95(3) 100(3) 85(3) 95(3)
合  計 305(9) 298(9) 280(9) 280(9)

西中学校と南中学校を統合した場合の推計　生徒数(学級数)

年  度 27年度 28年度 29年度 30年度

３年生 214(6) 200(6) 183(5) 187(5)

２年生 200(6) 183(5) 187(5) 167(5)

１年生 183(6) 187(6) 167(5) 172(5)

合  計 597(18) 570(17) 537(15) 526(15)

西
中
学
校

南
中
学
校

資料６ 平成 27年 4月統合を想定した場合のスケジュール 

例(先行地区を参照) 

資料４－２ シミュレーションＢの場合 

北小と西小と南小の統合学区に西中と南

中の両方が配置されていて、東小と旭小の統

合学区には中学校が配置されていないため、

このシミュレーションでは中学校の統合が

必須になる。 

北小

西小

西中
南小

南中
旭小

東小

資料４－１ シミュレーションＡの場合 

北小と西小の統合学区に西中があり、南小

と旭小の統合学区に南中が配置されている。 

北小

西小

西中
南小

南中

東小

旭小

  
 

◇
学
校
適
正
配
置
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先 

 
 

千
城
台
地
区
学
校
適
正
配
置
地
元
代
表
協
議
会
事
務
局
（
千
葉
市
教
育
委
員
会
教
育
総
務
部
企
画
課
内
） 
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度   平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

　～９月     ～３月　

代表協議会

統合準備

対象校　Ａ
通常使用 通常使用

       仮校舎と
　　　　して使用

　　       跡　　　　　施　　　　　設

 必要な修繕

通常使用 通常使用
改修工事

対象校　B
改修工事設計

　　　　　 統          合          校

　                交流活動の実施
　　　　　       学校間のすり合わせ

統

合

要

望

書

提

出

統

合

移

転

統

合

準

備

会

跡

施

設

要

望

提

出


